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枝
肉
重
量
確
保
の
重
要
性

こ
の
生
産
者
協
議
会
は
同
じ
ブ
ラ
ン

ド
牛
を
生
産
す
る
交
雑
種
肥
育
農
家
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
平
成
19
年
度
の
飼
料
価

格
高
騰
時
に
枝
肉
重
量
を
増
や
す
三
つ
の

取
り
組
み
を
、
く
み
あ
い
飼
料
の
提
案
の

も
と
開
始
し
た
。

①
価
格
抑
制
飼
料
を
活
用
し
た 

　
新
た
な
給
与
体
系
の
確
立

既
存
の
配
合
飼
料
に
代
替
す
る
価
格

抑
制
飼
料
の
現
場
試
験
を
複
数
農
家
で
実

施
し
、
給
与
体
系
を
確
立
。
具
体
的
に
は

価
格
抑
制
飼
料
の
使
用
と
と
も
に
、
肥
育

前
期
、
中
期
、
後
期
に
お
け
る
ス
テ
ー
ジ

ご
と
の
配
合
飼
料
と
粗
飼
料
の
適
切
な
給

与
バ
ラ
ン
ス
、
前
後
期
飼
料
の
切
替
時
期

な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
既
存
給
与
体
系
か

ら
の
改
善
を
行
っ
た
。

②
肥
育
前
期
の
タ
ン
パ
ク
質
増
給

２
０
０
８
年
日
本
飼
養
標
準
・
肉
用
牛

で
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
肥
育
牛
の

大
型
化
に
伴
い
タ
ン
パ
ク
質
の
要
求
量
は

増
大
し
て
い
る
（
表
１
）。
ま
た
育
成
期

に
種
々
の
疾
病
に
罹
患
し
、
タ
ン
パ
ク
質

含
有
量
の
高
い
育
成
用
飼
料
を
必
要
量
摂

取
で
き
な
か
っ
た
牛
は
、
肥
育
前
期
で
回

復
を
図
る
た
め
別
途
タ
ン
パ
ク
質
原
料
の

補
給
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
協

議
会
で
は
虚
弱
な
素
牛
を
中
心
に
、
肥
育

前
期
に
大
豆
粕
を
５
０
０
ｇ
程
度
追
加
給

与
す
る
こ
と
を
徹
底
し
、
肥
育
前
期
の
骨

格
お
よ
び
筋
肉
の
発
達
を
促
し
た
。

③
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
徹
底

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
適
切

に
実
施
で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
、

複
数
農
家
で
採
血
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

脂
肪
交
雑
向
上
の
た
め
に
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を

低
下
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
肥
育
中
期（
15

〜
20
ヵ
月
齢
）
に
血
中
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
濃
度

が
30 

IU
／
dl
前
後
と
、
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
に
落
と
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
確
認

で
き
た
（
図
１
）。
一
方
で
交
雑
種
雌
は

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
落
ち
が
去
勢
よ
り
緩
や
か

な
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
雌
の
前
後
期

飼
料
の
切
替
を
去
勢
よ
り
１
ヵ
月
早
め

た
。
ま
た
去
勢
、
雌
と
も
一
部
の
牛
が
20  

IU
／
dl
を
下
回
る
ほ
ど
の
危
険
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
添
加
飼
料
を
早
め
に

追
加
給
与
す
る
こ
と
を
徹
底
し
た
。

お
い
し
い
牛
肉
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ほ
か
に
も
、
第
一
胃
づ
く
り
の
た
め
肥

育
前
期
は
粗
飼
料
を
優
先
し
て
規
定
量
食

わ
せ
込
む
こ
と
、
常
に
飼
料
給
与
量
と
残

飼
量
の
把
握
を
す
る
こ
と
な
ど
、
基
本
の

再
徹
底
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
枝
肉
重

量
は
年
々
増
加
し
、
平
成
22
年
度
上
期
平

均（
交
雑
種
去
勢
）
で
５
１
９
㎏
と
平
成

20
年
度
と
比
較
し
35
㎏
も
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
（
図
２
）。
同
様
に
枝
肉
成

績
も
３
等
級
以
上
率
が
73
％
と
12
％
も
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た（
図
３
）。

今
後
は
お
い
し
い
牛
肉
を
生
産
す
る

た
め
、
脂
肪
質
の
改
善
な
ど
を
図
り
な
が

ら
、
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
さ
ら
な
る
販
売
促
進

を
図
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

枝
肉
相
場
が
低
迷
し
て
い
る
昨
今
、
肥
育
農
家
の
経
営
安
定
に
お
い
て
、
枝
肉
重

量
の
確
保
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
回
は
あ
る
生
産
者
協
議
会
と
く
み
あ
い
飼

料
の
連
携
に
よ
り
、
枝
肉
重
量
の
確
保
を
実
現
し
た
優
良
事
例
を
紹
介
す
る
。

三
つ
の
取
り
組
み
で

交
雑
種
肥
育
牛
の

枝
肉
重
量
確
保
に
成
功

肉牛
1
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た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
添
加
飼
料
を
早
め
に

追
加
給
与
す
る
こ
と
を
徹
底
し
た
。

お
い
し
い
牛
肉
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ほ
か
に
も
、
第
一
胃
づ
く
り
の
た
め
肥

育
前
期
は
粗
飼
料
を
優
先
し
て
規
定
量
食

わ
せ
込
む
こ
と
、
常
に
飼
料
給
与
量
と
残

飼
量
の
把
握
を
す
る
こ
と
な
ど
、
基
本
の

再
徹
底
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
枝
肉
重

量
は
年
々
増
加
し
、
平
成
22
年
度
上
期
平

均（
交
雑
種
去
勢
）
で
５
１
９
㎏
と
平
成

20
年
度
と
比
較
し
35
㎏
も
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
（
図
２
）。
同
様
に
枝
肉
成

績
も
３
等
級
以
上
率
が
73
％
と
12
％
も
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た（
図
３
）。

今
後
は
お
い
し
い
牛
肉
を
生
産
す
る

た
め
、
脂
肪
質
の
改
善
な
ど
を
図
り
な
が

ら
、
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
さ
ら
な
る
販
売
促
進

を
図
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
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図２：枝肉重量の推移（交雑種去勢） 図３：３等級以上率の推移（交雑種去勢）

表１：肉用種去勢牛の肥育に要する養分量2000年と2008年比較

図1：血中ビタミンA濃度
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雌
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体重 DG（1 日増体重）
（kg）

CP（粗タンパク質）
(g)

TDN（可消化養分総量）
(kg)

Ca（カルシウム）
(g)

P（リン）
(g)

300kg 1.00 

2000(a) 841 5.2 33 17

2008(b) 911 5.1 33 17

b/a 108.3% 98.4% 100.0% 100.0%

350kg 1.00 

2000(a) 865 5.6 33 19

2008(b) 928 5.5 33 19

b/a 107.3% 98.0% 100.0% 100.0%

400kg 1.00 

2000(a) 883 6.1 32 20

2008(b) 935 5.9 32 20

b/a 105.9% 97.7% 100.0% 100.0%

450kg 1.00 

2000(a) 898 6.4 32 21

2008(b) 935 6.3 32 21

b/a 104.1% 97.5% 100.0% 100.0%

写真２：常時
粗飼料を十分
に給与する

写真１：飼料
給与量を正確
に把握する

※出荷頭数は平成20年度298頭、平成21年度294頭、平成22年度118頭　※出荷月齢はどの年度も約27ヵ月齢で変わりなし

CP（粗タンパク質）
要求量が 2000 年日
本飼養標準・肉用牛
と比較し、大きく増
加している

雌は増体速度が遅い
ためビタミンＡの消
費量が少ないこと、
ビタミンＡが蓄積す
る脂肪が多いことか
ら、血中ビタミンＡ
濃度の落ちが去勢よ
り緩やかになる


